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テレスクリプトペースエージェント通信システムの実装と評価
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筆者等は従来より、①実空間オブジェクトの低想空間への裳韓， @Intell igent Ag，佃tによるスムース

情報ナピゲーション.@，加汗i田，血lyPlaceand AnyOneにおける最適通信、を実現する統合メッセージシ

ステムの研究を行ってきた。しかし、これらを柔軟に実現し:かつ実用化を図るためには、運用上実用に耐

えうるYobileAgI回 t技術をプラットフォームとして採用する必要が怠る。本論文では、エージェント配述

冒賠'Telescriptにより実現し rp個師jサーピスに適応された、囲内初の実用エージェント通信システム

のデザインコンセプト、実装モデルを述べるとともに、大規模シミュレーシ aン実験、公衆サーピスを通

して得られた、 1)Intell igent性、Mobile性、蜘ltimedia性という観点からのユーザピリティ、 2)エー

ジェントシステムとしての運用性、についての評価結呆を報告する。

1 .はじめに

近年、インターネット、パソコン通信の急速な普及
に見られるように電子メールや電子掲示板などのメッ

セージシステムに対する需要が急速に増大している。
また、 1992年より PDAと呼ばれる携帯情報端末
のコンセプト[1]が提案されて以来、モパイル環境で
このようなシステムを利用すべ〈様々な研究や製品開

発がなされてきており [2][3]、さらにこれらの環境を
柔軟に制御するための言語としてエージェント記述言
語に対する関心古鳴まっている[5]0このような技術
開発ならびに製品開発の動向から推察するに、メッ
セージシステムはグループウェア/モパイルコン
ピューティング/エージェントウェアを統合するよう
な形で進化を遂げつつあるように恩われる [4][5]。
一方、我々は 1989年より、既存のボイスメール

やテキストメールなどの独立したメディアのメールの
連動および電話/ファックス/ページャなどの既存の
メディアや携帯端末との連動を実現する
rEnhancedMailSyst聞Cl990)J、ネットワーク

資源をX. 500利用により実世界と同様に構造し、
多様なIntelligent Agentと暖味検索/プラウジング
/フィルタリングなどの検索機構を統合したスムース
情報ナピゲーション環境を提供するrHyperB邸(19
9 1) J、そして、島由ancedHailSyst回とHyperB邸を
統合し、個人環境とグループ環境をより統合した環境
と、スクリプトペースの蜘Itimediaメールを搭概した
メッセージシステムrIntelligentMailSystem (1 9 
92) Jを開発するなど、

・実空間オプジェクトの仮想空間への実装
. Intell ig皿 tAgentに，よるスムース情報ナぜゲション
. AnyTime. AnyPlace and Any伽leにおける最適通信

Implco闇咽盛岡宮odEva1oa1ioa of Agl回凶ωedCommuni国語OD

System by Using Tc1csCl司ptTedInology ， 

.lnJroductionωpas同色M健一-
日担割NIWANO. Ka甑ayaOKAMσro.
Koich SAKANOUE.日ir田hiOTAKA，
MasashiKA'悶UMATA， Kiyonu MAEDA. 
問 7Infonn柑 叩 阻dCommor福田tioinSystcms I.abomωdω 
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を基本コンセプトとした円ntelligentJ rMobileJ 
rNulti配 diaJを指向する統合メッセージシステムの

研究を行ってきた[6][7]。
しかし、柔軟に開発・制御・サーピスを実施する手

段がないという問題があったため、これを解決するた
めには実際にエージェント記述雷蹄による実装を行う
必要があった。また、さらに今後公衆サーピス規模で
の実用化を進める上で、大規模環境でのユーザピリ
テイの評価により有効性を検証とともに運用上の問題

点を解決する必要がある。
そこで、我々は、これらの問題を解決しかっ上記の

コンセプトを満たす実用規模の開発環境を提供してい
るTelescript(注)をプラットフォームとした圏内最初
の実用エージェント通信システムの開発を行った。さ
らに本システムで積立・開発した技術[8]はエヌ・
テイ・テイファン企画株式会社に導入され、同様に圏
内初の公衆そパイルコンピューテイグ/エージェント
通信サーピス fpa s e 0 (注)Jとして提供されてお
り、これにより公衆サーピス規模で、

①我々の提案してきたシステムのユーザピリティの、

rrntell igentJ JMobileJ n蜘ltimediaJ性とい
う観点からの評価

②エージェントペースシステムとしだの運用性の評価

を実施することが可能となった。
本論文では、以降、筋 2章において、 Telescriptの

導入について触れ、第3章において本エージェント通
信システムのデザインコンセプト、アーキテクチャ、
実装概要、第4章においてシミニzレーション実験/公
衆サーピス運用を通して縛られた静価結呆を報告し、
おわりに今後の展望を述べる。

2 . Telescript 

まず、ー今までの我々の研究開発上の問題点について
述ペる。前遣のように、我々が開発してきたシステム
はAgentを;モデルとしたものではあるがよェージェジ
ト記述雷屈による実設を基本的に行つでいないため、

/ 



-カスタマイズ時にプロトコル、端末/センタの仕様
変更が必要になるなど開発の柔軟性に乏しい
[問題1]

・移動中にもかかわらず、処理が終了するまで回線を
保持するという時間的拘束を強いられるほか時間謀

金の場合、処理待ち中にも通信料金が加算される
[問題2]

・アクテイプなメッセージによる処理機構に乏しい
[問題3]

・実世界の構造を仮想環境としての端末/センタに導
入してはいるが、十分なグラフイカルインタフェー
スを提供してはいない
[問題4J

といったような問題があった。
これまでに、これらの問題を解決するための研究と

しては、
問題1、2に対して、Safe-Tcl[9]、JAVA[10]、

Aglet[l1]、April[12]などのオプジェクト指向のモパ
イルエージェント記述言語の研究/実用化が忽遣に進
展しつつあり、さらにはOracle Mobile Agentなどの
Mobileに適したプラットフォームを提供するような製
品や、携帯端末を含む、Agentを利用した環境そのも
のに関する検討例として、 IBMによる Intelligent 
白mmunications 構想がある。

また、問題3に対してはActiveMailの研究とし
て、Imail[13]、Activ謝ai1 [14]、がある。また、
フィルタリングやワークフロー処理などに勾entを利
用する研究も盛んである[15]。

そして、問題4を解決するための技術としては最近
多数のリアルワールドメタファをもちいたωIが製品
ペースでも多数提供されてきており、さらにAgent
ペースのインタフェースへと道展を遂げつつある。

しかし、これらのシステムは

・問題1-4を全て解決するような形で提供されては
いない

・運用面において公衆ザーピス/実用規模での実装実
績が報告されていない
[問思5]

といった問題があるa

そこで、寂々は、この5つの問題を解決し、我々の
提案してきたデザインコンセプトを実現できるプラッ
トフォームとしておlescript環境
[16] [17] [18] [19[20]を採用した。
Telscript環境は問題1-5に対してそれぞれ服に

以下のような解決手段を与えている。

①オブジェクト指向型のエージェント毘遠雷時である

@ rMobile AgentJの概念を実現している

TelescriptはWobi1eAgentを「リモートプログラミ
ング(図 1)J技術により実現している。本技術は、
コンピュータ聞の通信において、あるコンピュータか
ら他のコンピュータに対してプロシージャをコールす
るだけでなく、矧Tされるプロシージャそのものを転
送してしまうことでリモートプロシージャコールに対
比される。本技術の顕著な特性として、ユーザのコン
ピュータとサーパの聞でネットワークを介してー度

Agentを送ったらその後はネットワークを切断しても
よいというメリットが上げられる。 JAVAなどの技術と
比較し、 1)ホスト倒に処理を送り付けることが可能、
2)自分自身の内部状恕を保持したまま別のマシンに移
動し、あたかも同じマシンで動作しているように継続
することが可能で、これにより複数のホストを巡回で
きるなどの分散環境に適した雷語となっている。

PC S酎v・e
図1.リモートプログラミングの概念

③アクテイプなメールシステムMagicMail(注)を提
供している

@ネットワーク環境に実世界の構造を導入している

Place、AgentのほかTravel、U腿 ti喝、 Authority、
Permitなどのような基本概念を実装しており、コン
ピュータネットワークおよび端末上に場、組織、個人
などのような実世界の構造を導入し、かっ端末、
MagicCap[21]と呼ばれるリアルワールドメタファによ
る大変ユーザフレンドリな高度インタフェースを提供
している。

e泌bile結問tを運用する技術が提供されている

Telescriptのように大量のlfobile Agentをホストに
転送されるようなシステムにおいて、ホスト側の問題
点として、 1)資源配分、 2)安全性、 3)セキュリテイが
大きな問題となるが、これを解決するための緑密な運
用機構を提供している。

3 .エージェント通傭システム

3. 1 デザインコンセプト

以下、本システムのデザインコンセプトについて記
述する。本システムの目的は従来から提案してsたコ
ンセプトをlfobileAg印t技痛をペースとして、より柔
軟に実現することにある。すなわち、JIobile勾凹t技
術をペースとしてネットワーク資源の連動(情報連動
作1).サーピス連動(・2)，メディア連動(句))を図
り、 「いつでも(AnyTime).どこでも (ADyPlace).だ
れとでも(加拘a)，そしてどんな情報とも
(Anylnformation)J、シームレス/スムースにコミュ
ニケーシaンできる『エージェントペースモパイルグ
ループウェアjを指向しているe

・1 情報連動
:メールを含むPDA内の個人情報と電子掲示桓
や情報提供などのネットワーク資源に存在する
グループ/共有情報の連揚

.2 サーピス連動 :多様なサーピスの連携
・3 メディア連動

:既存のメディアと高視路端末との連携
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( 1 )ザーピス/機能

今回、第 1フェーズとして、従来から提案してきた
機能の rlntel1 igentJ rMobileJ rMultimediaJ性
評価の早期実現のため、①電子メール、②電子掲示
板、③ディレクトリ、@情報提供 (1P)、⑤ポータ
ル系サーピスのなかで、基本的な機能(表l参照)を
実装した(他に、ファックス送信、ページャ送信等を
サポートしている)。

尚、表lはIntelligentMailSyst阻の機能と、今回
の実現範囲を示す。

表1.従来実現機能と今回実現範囲(網掛部分)

分類

Mobile 

Multlmadia 

Mobile 
Termlnal 

Scrvi関

連動

提供機能

.1"'8ネットワーク情報室岡で情報を収集
(CoU鶴首on)、抽出(Bx加ction)、分類

{α踊 sifi泊18)、1)ンク生成仏祖king:情報の組織
化}、フィルタリング伊盟加加18)、
メディア賓換(Conversion)、
アラーティング(Aler也18).. 

最適化 (Mo血目白B:送信者と受信者の通信喪
求の調整}するAgent

句 モパイル環境周にメールの定例文を提供しておく
こと

申10 モパイル環境用にメール単位(一括、個別)に
センタ接続・切断を自動的に実行すること
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申11 Personallnfonnation Management 
(個人情報管理)

*12メールから掲示板のメッセージが辿れる等の機能
市13テキストメールなどのファックス出力、電話出

力、掲示坂情報のフィルタリングによメール配送
車14分散する既存のメールシステム上のメールをマー

ジしてリスト表示、出力する機能
(Fax mail. Voi田 mail，etc..) 

本システムはまた、特に以下のような特徴を持ち、
これは他の公権メッセージングサーピスとは一線を画
したものとなっている。

・エージェント記述盲簡により実装し、 MobileAg阻t
をペースとしたサーピスを実現している

-携帯端末を中心としてしている
・ユーザフレンドリなグラフイカルインフェースを備
えている(図2参照)

・ペン入力機簡を中心としている
-手書き文字を中心とした(今回利用できる文字は英
語に眼られるため)多様かつ簡単なメール作成機能
を提供している

-音楽/アニメーション/スタンプ等をメールに簡単
に橋付できる仕組を提供している

図2.本システムのGUI例:デスク(勺

ー他に廊下(Hallway)、街ω。mωIWO)など大

蜜実世界に近い画面、操作性、音などが提供さ

れており、ぞれは細部まで行渡っている。

(2)沼周・管理8ft

Telescript環境として、一貫した運用環境を提供し
ており、またネットワーク管理環境として、ノンス
トップオベレーションを公朱サーピス規模で実現して
いる。

3. 2 7ーキテタチャ

本節では本システムのアーキテクチャを記通する。
尚、ここの機龍撮要については3.3節で触れること
とする。



Termlnal 

aon，例C
(llaglce.p) 

... 箇u・h抗.PIC
(JokglaC・凶

糊 ndo咽 PC

蹴鉱.)

PIC叫 h
e・rulu内閣帽
町内絹

l'IIgW 

F・回初羽目・

PCaonn個句d
回目崎1"旬m・E 図3.ネットワークアーキテクチャ

(1 )ネ:7，.ワークアーキテタチャ

上の図(困 3)は本システムのネットワークアーキ

テクチャを示す。
端末として、制唱icCap搭恨の端末PIC、@

YagicCap for Windows搭披の胃indows民地欄j用可能で
あり、携帯電話/PHSと接続することにより、無韻環
境でも利用可能である。

センタはTelescriptを実行するための環境
(Telescript環境)を有するMai1 Service 

Node{M，S)、ネットワーク上の各プロセス、ハードウエ
アの監視を行う環境を提供する{ネットワーク管理環
境)を行う恥tyorkM佃 ag回叩tNode{剛、カスタマ
オペレーションを行う5ervcieOperation恥de、イン
ターネット接続、ファックス出力、ポケペル出力処理

を実施する蜘It imedia Gat四 ayNode (Portal)で構成
され、それぞれ古ItFDDIを通して接続されている。

( 2) Telescript..アーキテタチャ

次の図41ま路上のTelescrpt環境犠能アーキテク
チャを示す。

ー・咽圃帥圃11

、
ふ

図4.Telescript環境機能アーキテクチャ

・1 Ple ':利用者の端末{，これは他にWiIldowspcでも
よい)

*2 GW 呼に応じて子プロセスAIEを生成する・3AIE: Authenticatioin Subsyst聞と通信し利用
者の毘底、と路へのAg，叩tのBackupを実行

・4Authentication:利用者の寵証を実行
・5 FS:AIE仲間・問、 NT~TSE聞のAgentの損失を防

ぐためのAgentの一時的退避を実行
・6 附:何回tの寵柾とA脚 ltのルーティング先.TSEを

Finderから倹索し、骸当する18へのルー
ティングを実行、 Agentが正常に指Eに送信
された場合、 FileStoreにBackupしたAgent
を削除する

*7 Finder:勾.entの行き先百Eを自民別するための情
報を所有し、悶・からの問い合わせに答える・8 TSE: pl配 e'lJf存在し、 Agentの実行環境を提供

本システムでは負荷分散のために蜘ltiTSE構成と

した。端末から送信されたAgentはUNIX上のCIを介
して、宛先のPlaceが存在する百Eへとルーティングさ
れる。

(3)ネッ許ワーク管理現場アーキテタチャ

さらに次の図5は、脳内に実現されている
S脚.OpCAgentによる障害監視機構を示している。

白
.
 

• • 
，
 

‘
 

• • • 

図5.ネッドワーク管理機能アーキテクチャ

.1 Thum伊良TSBを管理するためのGW.
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3. 3 実装概要

3. 3. 1 サーピス

本システムでは、 3.1 (1)のサーピスを実現す
るため、以下のようなPlaceを実現した(表2)。各
PlaceはTSEの負荷分散のために、複数のTSE上に分散
配置した。

表2.Pla田種別

P匂回 続観

PR陥句伺10回依m サのー場所ピスへの申込処理を実行するため

Wel∞me 返申信込がす終る了た幌め、の渇歓迎所等のメッセージをWagonPla伺
Broad伺 st

間報を実行するための場所P陥閲

pDliamm eωry アドレスカード検索を実行するための
場所

PO陶 IPla伺 やイる配たン送めタおのー場本よ所びッアト/ラフーテ7ツイ タンスグ/をペ実行ーすジ

Suopag糊m由mPla回 ソフトウエアを配送するための栂所

IPPla回 二イ.プエのー情ス情報報を提な供どすプるロ-ためFキのV栂7所天下タ

IαM巾altbOoMx 加る入た者めのの舗メ所ールボックスなどを管理す

PIa伺

ForumPla回 電子掲示棋を管理するための場所

3. 3. 2 運用・管理

( 1 ) TelescripU'揖

商用のホストに大量のAgentを転送する際の課題 1)

資源配分管理、 2)安全性、 3)セキュリテイ対して、
Telescript冒商、 TSE、CI等は、各レベルで下記のよ
うな技術を提供している。

a.資原配分管理

Hobi le Agentは、その滞留によりメモリ、 CPUパ
ワーを圧迫する可能性がある。このため、Agent治ま使
用するメモリ、。uパワー量、寿命(噌e)等を規定す
るpermitという概念を導入し、Ag飢tに対し、タイプ
別に資源管理ができる機構を提供している。
1'5&では、内部メモリの管理パラメ夕、オブジェク

ト状態を保存するための定期コミットの時間間隔、
勾entに対する資源割当 (Permit)の方針
(RegionPol icy)等を、運用中(・)にオンラインで股

定変更できる機構を提供している(*アプリケーショ
ンの開発工程でこれらを意織する必要はない)。一時
的に多量のAg，回ti1t'fSEにアップロードされ、一時的に
負荷が集中する場合にも、これらの機構により、トラ
フイツクに応じたチューニングが運用サイドで可能で
ある。
CIにおける資源配分管理は、負荷分散のため蜘lti

1'5E構成をとっているが、前述のように附句'SEへの振
り分けの実行を担当している。また、 Gatewayはトラ
フイックに応じ子プロセスを複数起動し、同時接続ト
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ヲヒックを分散することができる。 TSE高負荷時に
は、子プロセス散を抑え、入Agentのトラフイツクを
制御すること治可能である。

b.安全性

システムダウン等に対するAgentの保護、アップ
ロードされたAgent等によるシステム (TSE)障害に対
する対処として、下記機構を提供している。
Telescript雷語地f提供するオブジェクトを保存/復

元する機構 (OAMCh民均ointed)を利用して、メール
ボックス等のパックアップ/リストア機能を提供して
，，¥る。

1百Eは、1)A酔ntの処理が終わるまで、パックアップ
としてー時的にAgentを退避させる機構、 2)1宮Eに関
して夜分管理や定期的なコミットを行う、ことにより
TSEの停止/再聞ができる機構を提供している。ま
た、Agentの例外処理として、寿命がきれたAgentやエ
ラーを起こしたAgentに対し、煉獄(Purgatory)と呼
ばれる一時保管場所などを提供している。さらに
Agentの状態に応じたアラーテイング機能(一定以上
にAgentが増大した場合アラーテイングをだす}や、
資源に対するモニタリング機施を備えている。
C 1 (Fi leStore部分)では、Ag印付句留に入る前

に、勾entをー時格納する。もし、 TSEに送られた
Agentが目的のTSE/Placeへ行き着かなかった場合に
も、自動再送/人為的に再度送出することで、Agent
の紛失を防ぐことができる。

また、全体として、各ユーザの登録情報を、外部の
データペースにパックアップすること』こより、一部
メールボックスが破損した場合でも、メールボックス
単位でオンラインで復旧できる手段を提供している。
また、定期的にTSE全体のパックアップを取得する機
構を提供することにより、 TSE全体の障害に対する安
全性を向上させている。

C. セキュリティ

外から侵入するAgentによる攻撃や出ていくAgent情
報の機密保穫の問題に対して、下記横能を提供してい
る。
1ちEは、勾田tのデータを暗号化することにより、そ

のままでは実行不可能な形式で勾entを転送する。ま
た、AgentのPlaceへ入る時には資格をチェックし、ま
たPlace内での活動の制限を行う機構を提供する。
CI (Authentication部分)では、1'5Eに入るAgentに対
して、認証処理を行う。端末のID等をあらかじめ登録
することにより、時Eへのイリーガルな端末からの不
正アクセスを防ぐことができる。

(2)ネットワーク管理環境

図5に示すように、各ManagedSubsyst阻(四.町.
FS. Finder. Authentic~tion) のログの収集...，ラー
テイングや、各サブシステム/恒通のヘルスチェック
機施等を揃えたO雌-Middlewareを介し、割KPのトラッ
プにより障害、および障害の程度を日JIを用いてオペ
レータにリアルタイムで寵知させ、 0脳-Middlewareを
用いることでOpCへの障害メッセージの表示を行い、
オペレータが的確な対応を即座にとれるようにしてい
る。また、各サプシステムの出力するすべてのログを



データベースへ体系的に蓄積し管理することで、障害
時、あるいは障害後にに各種ログを組み合わせた迅速
な解析手段を提供している。さらに、OpCとページャ
を連動させることにより、オベレータが管理用端末を
常時監視しなくても異常発生時にページャコールによ
り障害事象を通知する機能も提供し、各種ログの体系

的管理機能と併せ、これにより夜間/土自の無人運転
を可龍としている。このネットワーク運用管理体系の
特徴を以下に示す。

①統一的なGUIの提供による集中監視を実現し、運用
を効率化

②クリテイカルなネットワーク障害のオペレータへの
即時的なアラーティングによる休日夜間での現地無
人運転の実現

③ネットワーク管理ノード障害時にもネットワークの

運用を保証する代替手段の提供

4 .実験および評価

4. 1 実験概要

( 1 )ユーザピリテイ

アンケートにより評価を実施し、 1000名弱の
フィードパックがあった。尚、本評価はエヌ・テイ・
ティファン企画株式会社が実施した。

また、書考として、 1995年2月より 3か月間実
施された「マルチメディア体験モニターj実験(・)の
評価結果も併せて報告する。

事 本実験は、 1995年に我々が開発した小規模

エージェント通信システム rJ -M a i I Jにより

実施された。

(2)運用・保守盤

我々開発者およぴ商用システムのオペレータが実施
したシミュレーション実験およぴ商用サーピスに関す
る評価結呆を報告する。

4. 2 実験結果

(1)ユーザピリテイ

以下、今回実現したIntelligent機能、Mobile機
龍、U:ultimedial機能について第3寧 (3.1(1)および
表 1参照)にあげた機能項目の有効性についての肝価
結呆概要を報告する。

a. Intell igent位

Intel1igent機能については、現在提供されている
①フィルタリング機能、@アラーテイシグ機能地帯価
の対象である。ただし、アラーテイング機能に対して
はマルチメディア機能にも関連するため、 Multimedia
機能の項を書照されたい。

今回のサーピスで実現されているルール/フィルタ

リング機能については、メール利用者のうち多くの人
が利用経験があり、またその必要性を感じていいるこ
と地雷確認できた。

また、他の将来的なIntelligent機能については
フィルタリング機能の高度化、個人の居場所に応じて
追跡し、その場で読み上げるメール機能、スケジュー

リング機能などがこの朋に期待されていることが確認

できた。全体にInte11 i gent性に関する要求は非常に
高かった。パセオサーピスに加入した理由(複数回答
可)のなかで、 Agentに対する興味をもったためが、
理由の第3位(第l位はωIに対する興味、第2位は
面白そうである)に上げられていることからもこれが
示される。また、本要求に対しではモパイル環境での
連絡意向が強い人が特に強い要求がみられることも特
徴的なことである。

b. MobiJe性

以下、①実際のメールの読み書きの場所による

Mobile端末の利用度、@無線刺用への期待度、③ペン
入力/手書き文字などの入力方式、@定例文・簡単な
送信機能などのメールの操作性、⑤端末のMobile性な
どMobile環境に適していると思われる機能についての
評価結呆を報告する。
居場所によるメールの利用について、 Mobile環境
(移動中、外出先)の割合の高かった人はメールをよ
く利用する人の平均では3割程に遣していることがわ
かった。限定された利用者という環境の中では多いと
いえ、モパイルメッセージングの有効性を示している
ものと考えられる固

無線制用については携帯型の電話との接続と一体型
に関する結果が出ており、一体型より接続型の方に対
する期待が若干高い結果が出ている。理由としては、

端末は見やすい程度の面面の大きさは確保してほしい

という要求があり、一体型では電話としての携帯性が
失われるから、などの声が多く聞かれた。また、ポケ
ペJレ一体化については約半数程度と思ったほど需要が
商くない結果が出ているが、特徴として 20代前半以
下の若い世代は要求鹿が高いことがわかった。また、
無線機能については移動中連絡意向者は全体の平均よ
り商い意向を示しており、無線地秘bile性を向上させ
るものであることを示している。また、 J-Ma i 1 
実験時には大学生はポケペル内蔵型をモパイルワーカ
と主婦は携帯電話内蔵型を望んでいる傾向が見られ
た。
全部絵で表現しペンで入力する方式についてはほと

んどの人が満足しており、また手書きメール機憶につ
いては女性あるいは若者のうち約6596もの人が阜く
あるいは時々制用していることという結呆がでてお
り、女性若者の満足鹿が商いことが伺われる。
定例文によるメール作成機能も要求が高〈、また、

ワンタッチで送信できる機胞については最も満足度の
高い機能の一つであり、この機能の有効性を示してい
る。また、やはり移動中連絡意向者のニーズは非常に
高いことが確留できた。

端末の携帯性については大きさを小さくしてほしい
という意見が多い反面画面はあまり小さ〈しないでほ
しいという要求が高いことが確認された。また、端末
の小型化による入力性の低誠を避けるため、外部キー
ボードに対する要求も高かった。
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c. Multimedia位

以下、①リアルワールドメタファ、②マルチメディ
アメッセージとしてスタンプ機能、③P1M連動とし
てのアドレスカード連携やスケジュール連携機能、@
サーピス連動としてディレクトリ、 1Pとメールの連
動、⑤メディア連動機能としてのページャアラーテイ
ング、などについての評価結果を述べる。
リアルワールドメタファを採用した画面とペンでの

タッチ操作についてはほどんどの人が満足しているこ
とが確認できた。また、実世界をメタファとした色々
な遊ぴ心が提供されているが、これも大変好評である
ことがわかり、人にやさしい実世界の構造を導入した
システムい対する要求は非常に高いことが伺われる。
これを裏付ける結果として、 Paseoに加入した理
由の第一位にGU1に対する興味があげられている。
音楽/アニメーション/スタンプ機能についてはそ

れほど高い利用度は示さなかったが、利用している人
の満足度は高かった。利用者の声として、 「心がなご
むJr自分の気分を表現できる」など、これは利用の
機会が多いわけではないが、利用する場合の有効性
(表現力)が非常に高いことをしめしていると考えら

れる。
P 1M連動について述べる。スケジューJレ連動はス

ケジューラの日本賠が使えないというような問題など
があるため、現在の評価はそれほど高いとはいえない
が、将来への期待度は非常に高いことからもこの機能
の有効性が示されている。一方、メールとアドレス
カード連動は大変よく利用され、最も満足度地鳴かっ
た。これは同時に、サーピス連動として、メール/
ディレクトリ機能の連動がよく利用されたことを示し
ている。また IPとメールの連動(IPをメールとし
て送る方式)についてもかなりの人が、満足していて
いることが磁器された。
また、ページャへのアラーティングについては、特

に若い世代{特に24才以下)の要求カ鳴いことがわ
かった、特僚としてはページャー体型端末と同様、女
性の方が圧倒的に興味を抱いていることがわかる。ポ
ケベルへのメッセージ送信機能について似た結果が出
ている。また J-M a i 1の実験においても同様の結
呆がでている。

4. 2. 2 運用保守性

本システム全体の運用において、現在、下記を確
認している。

①安定走行性
現在、障害による全体サーピス停止を経験するこ

となく、安定してサーピスを提供中である。
②処理能力の充足性

シミュレーション実験時には平均メッセージサイ
ズ5KB、5千人規模で問題なく運用可能であるこ
とを確毘した。 Paseoでは、手書きメッセージ
が多い、 1Pとして画像情報の提供しているという
点から、メッセージの平均サイズが大きいにもかか
わらず、過負荷に伴う入呼制御を行うことなく運用
できている。

③優れた保守性
少人数による保守、休日・夜間の無人運転、ワン

ストップオペレーション、が実現できている。

( 1 ) Telescript環境

Telescript環境を商用運用する技術 (3章容照)に
関して、確認した事項について述べる。

a.資源配分管理

資源管理機構、及びその適切なチューニングにり、
商用レベルのトラフイツク(手書きを含むことを考慮
したトラフイツク)に対し、運用可能であることを確
認している。

また、サーピス適用前に実施した過負荷試験におい
て、入.Agentが増大した場合、時間毎の処理.Agent数と
新規Agent数の差分が低減しなくなり、首E内のAgent
散が増大し続けるという問題が発生した。これに対し
ては、 1宮内のAgent数の警告に基づき、トラフイツク
の範囲ではAgentの入制御を実行し、 TSE内の負荷を低
減することで解決できることを暗寵している。。

b.安全性

Agentの一時的退避(パックアップ)機構により、
サーピスの計画停止に、処理途中であったAgentも、
サーピス再開後、処理を継続できることを確認してい
る。
また、メールボックス等のリストア樋能、外部の

データベースの登録情報からのメールボックス生成機
能を使用することにより、トラプル時にオンラインで
復旧することができた。 さらに、試験段階では、ソ
フトのパージョンアップ、 Placeの他時Eへの移動等の
作業等の際も、.Agentの鋤失、状態の矛盾なく、サー
ピス停止せずに提供できることを確認している。

c.セキュリティ

シピアなセキュリテイ機能により、現在まで、不正
侵入による障害、情報の漏洩による剥用者からのク
レームもなく、問題なく運転が運用している。

(2)ネットワーク管理環揖

ネットワーク管理技術 (3章容照)により実際のp
a s e 0サーピスの運用で、①ワンストップオペレー
ションによ小人数による保守・運用の実現、②ロギン
グ・アラーテイング等による休日・夜間の無人運転・
保守が可能であることを確認している。

4. 3 まとめ

(1)ユーザピリテイ

本サーピスに対しては、多くの人が良いイメージを
抱いており、普通も含めるとほとんどの人が良い印象
を抱いていることがわかった。また、本格サーピスに
対する期待(期待している、まあ期待している)は男
性8196、女性88%と大変高いことがうかがえ、本
サーピスの高いユーザピリティを証明しているといえ
る。
また、 1ntelligent性.Mobile性，蜘Itimedia性と

いう観点からは、従来から提案してきた機能が大変期
待をもたれていることが確認できた。特に、フィルタ
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リングなどのIntelligentAgent機能やリアルワール
ドメタファに対する満足度は大変商いことが示されて

おり、従来から提案してきた機能の有効性を殖認し
た。

他に、特徴として、女性に好感をもたれている機能

はよりより若い世代程、好感をもたれているというこ

とがかなり強い傾向で示されていることがわかった。

特に日江やペン/手書き機飽、ディスプレイのサイズ

などみやすさ、操作のしやすさ、表現力など人に優し

い機能についてその傾向が強〈興味課い。

最後に、モパイルメッセージングへの期待として

『感情や気分が冷めないうちにすぐ書いて伝えられる
/伝えたいjという意見が寄せられ、これはその一つ

の大きな方向性を示すものと考える。

(2)運用・保守性

シミュレーション実験/公衆サーピスを通して、現

在問題な〈運用・保守が実現されており、本システム

の公衆サーピス規模での運用・保守性を確認し、貌々

古宮採用したTelescript環境は大変高い信頼性を提供し

ているものであるということが検涯できた。

5.おわりに

我々はシミュレーション実験/商用実験を過して、

実世界のように多様な電子的な場 (Place)を大量の
電子的都宮(Agent)治f動いていく様子を体験すると

いう、世界的にも大変貴重な機会に恵まれた。

今後はさらにA俵ntの高度化など、従来から提案し

ている機能の実装を図るとともに日本語化やインター

ネット環境への適応をも図っていきたい。

注)

Telescript 倒I(・)の登録商用
MagicCap 倒Iの畳録商用

MagicMail 舶の登録商用
Paseo エヌ・テイ・ティファン企画株式会社

のサーピスマーク(商標畳録中)

・ General Yagic Inc. 
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